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(No.432) 第11話 残留受動喫煙とタバコの粒子 

－タバコの粒子はものすごく小さい... 

 タバコの煙は予想以上に広がり１本吸っただけでも２５ｍプールいっぱい

分ぐらいになる事を、前回紹介しましたね。白い煙は火のついたタバコの周

辺だけにしか見えませんが、その粒子は非常に細かいので目に見えなくなっ

て空気中をどんどん漂っていくわけです。ちなみに、よく考えると目に見え

るニオイなんてありません。ニオイの粒子は小さくて目に見えないのが普通

です。では、タバコの煙の粒子はどのくらいの大きさなのでしょうか？  

 タバコの粒子の直径は、０．０１～０．００１μmだそうです。と言われ

ても実感がわかないでしょう。そこで、ちょっと次の光景を思い起こしくだ

さい。  

 例えば、降っているのがわからないくらいの細かい雨（霧雨）の粒子は１

００～５０μm。遠くの景色がかすむような霧の粒子は１．０～０．０１μm

だそうです。  

(No.433) 第12話 タバコの粒子とPM2.5 

－ＰＭ２．５による大気汚染よりはるかに危険... 

 タバコの粒子の直径は０．０１～０．００１μmという大変小さいことを

紹介しましたね。私たちの身の回りには、他にも小さい粒子の物質が大気中

を漂っています。じつは、そんな大気中に漂う小さな粒子に名前がついてい

ることを知っているでしょうか。その名は“PM2.5”と言います。  

大気中に浮遊している直径２．５μm以下の粒子の事を“PM2.5”と呼んでい

るので、直径０．０１μmのタバコの粒子もPM2.5に含まれているわけです。

これほど小さい粒子は、人体の奥まで入り込みやすく肺や気管支にまで到達

し沈着してしまいます。PM2.5の多くは工場や自動車が排出するガスなどか

ら発生するとされていますが、大気中のPM2.5の濃度が高くなると危険なの

です。  

(No.434) 第13話 喫煙率とやめたい人 

－喫煙率は低下、禁煙したい人は増加... 

 日本の喫煙者は年々減少しています。日本たばこ産業が実施した全国たば

こ喫煙者率調査によると下のグラフにあるように毎年減少を続け、昨年（２

０１４年度）は男性が３０.３％、女性は９.８％、男女計は１９.７％と

なっています。つまり、現在の喫煙者は成人の１０人に２人しかいないわけ

です。逆に言えば１０人のうち８人はタバコを吸わないのですから、喫煙者

は少数派です。  

 そんな状況を反映するように、街なかでは“禁煙”のところが多く、喫煙

者がタバコを吸える場所は少なくなるばかりです。  

 だから、仕事中に職場を離れ喫煙所にタバコを吸いに行かなければならな

いとか・・・、タバコ代がバカにならないとか・・・、家族に嫌がられると

か・・・、いろいろ不都合な事が多く、「タバコをやめたい」と感じている

人は少なくないようです。  
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